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南極地域の地名と"茅氷河"
吉 田 栄 夫
平成元年ll月13日の第95回南極地域観測統合推進本部
(以下南極本部)総 会で,新 たに14の地名を南極の日本
観測隊が活躍しているところに付与することが決定され
た,
これまでに日本が新しくつけた南極の地名は,これで
305地点となった.こ の巾には 「昭和」「みずほ」「あす
か」の三観測基地が含まれる.今 回決定 された地名の中
には日本の南極観測の生みの親であ り,その発展に力を
尽 してこられた,故 茅誠司先生 を偲んで選ばれた 「茅氷
河」が含まれており,報道機関にも広 く取 り上げられた.
わが国が南極地域に地名をつける場合の手続きは,ま
ず,南 極観測に参加した人達や関係者か らの提案を,極
地研究所に設けられた学識経験者,関係行政機関の職員,
所内職員等の20名以内の委員からなる南極地名委員会で
審議 し,所長はこれに基づいて地名原案を作成 してそれ
を南極本部総会に提出し,そこで改めて審議の上決定 さ
れることになる.決定 されたものは外交ルートを通じて
諸外国へ通報されると同時に,極地研究所の出版物であ
る 「南極資料」に記載 し,また地形図刊行の際図上に採
録されて広く国際的に認められるようになる.
未知の土地の調査によって新 しい科学的な知識が増 し,
また地図がつくられて,必要に応 じて新 しい地名を付 し
てゆくという作業は,南極以外ではあまりないことであ
ろう,科学調査 とくに地学や生物学の調査結果の記載で
は,比較的細かい地名が必要となることが多い.昭和62
年10月の第14回南極条約協議会議で,わ が国として初め
て特別科学的関心地区(SSSI)を`'雪鳥沢"に 設置す
ることを提案 した.こ の,昭和基地南方30kmにあるラ
ングホブデ露岩域の小谷は.　SSSI　No.　22として承認さ
れ,1972年4月に命 名 された"雪 鳥 沢"　(Yukidori
Valley)は,国際的に広 く知られるようになった.
国土地理院が作成する正式の地形図にも,その縮尺に
応 じて適切に配置された地名や顕著な地形,地物に対す
る地名や名称が記載されていることが望 ましい.将来の
観測計画や設営計画,行 動計画などの検討の際にも役立
つであろう.そ して何 よりもまず.新 たに命名された地
名は,正 式な地図に載せ られて初めて国際的な認知を得
るという事情 もある.こ のことは,適 切な地名を選定す
ることが重要であり,その責任も大きいことを意味する.
南極の地名が適正に選ばれるよう,そ してそれが国際
的にも通用するものとするため,南 極本部は昭和36年10
月に,米 国,オ ース トラリア,英 国などの例を参考とし
て,南極地名命名規定(最 終改訂昭和48年ll月)を制定
した.南極地名委員会はこれに基づ き,提案 された地名
の適否を検討 し,で きるだけこれを生かすようにし,必
要な場合修正を加えて,極地研究所畏に原案として答申
する.地 名委員会自体が,地 名案が提案されていない場
所に命名することは,原則 として行っていない.
命名規定の詳細は省略するが,こ こには1)対 象とな
る地形(例 えば当然のことながらすでに外国によって命
名されているものは除くとされている).2)地形を第
1,第2,第3級 に大別する.3)命 名の手続,4)地
名命名の一般原則などが定められている.わが国の規定
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で米国などに比して最も異るのは,人 名を地名として用
いる場合である.例 えば米国は,級 に応じて選ぶ人のカ
テゴリーを例示 しているものの,第1一 第3級の地形の
いずれにも人名を地名としてつけることができる.しか
し,わが国では第1級 と第3級の地形には人名を付さず,
第2級 の地形のみを対象とし,さ らに選ばれるべき人の
範囲も"わが国の南極観測に特別な功績のあった人を記
念し顕彰する場合"な どと極めて限定 されている.
`'茅氷河"の 命名以前 には
,南 極の先達白癩中尉の
"白癩氷河"
,昭和35年昭和基地で越冬観測中遭難死され
た福島隊員のやまと山脈主部最高峰"福 島岳"が あるの
みである.こ の二つは昭和36年2月に南極本部で決定さ
れている.昭和34年には日本学術会議南極特別委員会内
に南極地域地名小委員会が置かれて地名命名が検討され
ていたが,前述のように正式な命名規定が作成されたの
は,昭和36年10月である.白瀬氷河,福 島岳の命名はそ
の前に行われたのであり,その際の検討では,白癩氷河
は第2級,福 島岳は第3級 とされた記録がある.福島岳
は,第2級 とされる"や まと山脈"の 主峰といえる山塊
で,現行の規定では第2級 として も差支えないかも知れ
ない.な お,わが国の命名で第1級 とされるのは今のと
ころ"みずほ高原"の みである.
茅先生の御名前を原案として提案す るに当っては,
種々の点が慎重に検討された.山 の御好きであった先生
には山岳名がふさわ しいが,残 念ながらわが国が活動し
ている地域には,先生の御名前をつけるほどの地名の空
白な山岳域は残っていない."茅氷河"は 白癩氷河の西
方約60kmの地点で リュッォ・ホルム湾奥に流入する氷
河で,流 入部分で巾10kmほどあ り,そこから10数km
上流にはインホブデという小露岩があって二つに分れる.
このうち西側の氷河の流れがより活発であると考えられ,
氷河表面はセラクス(塔状氷塊)状 を呈する.東側の氷
河にもまたかなりの流動を示す無数のクレバスがみられ
る.こ とに特徴的なのは,北方の湾内に60kmに及ぶ浮
氷舌を押出していることである,1974年のランドサ ット
の画像では,白瀬氷河も茅氷河もともに長大な浮氷舌を
押出していることがわかる,しか し,昨年撮影された日
本の人工衛星MOS-1の画像によると,白癩氷河の浮氷
舌はリュツォ ・ホルム湾の海氷に生 じた開水面のため,
ほとんど分裂 し氷山となって流れてしまったらしい.他
方,茅 氷河のそれはやはり60kmにわたって存在してい
る.こ うして,茅 氷河はリュツォ ・ホルム湾で白癩氷河
とともに第2級 の地形であり,山岳ではないがスキーの
御好 きであった先生にふさわしいものと考えられたので
ある.
茅氷河と白瀬氷河の浮氷舌の違いは,リ ュッォ ・ホル
ム湾の海氷の分布,海底地形,小 さな島々などの違いな
ど種々の要因でもたらされるのであろうが,そ うしたこ
との解明や,浮 氷舌の変動と環境条件の関係の把握など.
茅氷河は白瀬氷河とともに,今後重要な研究の対象とし
て注 目を集めるに違いない.
(筆者:国立極地研究所資料主幹)
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グ リーンラン ド氷床掘 削
藤 井 理 行
氷床に記録される気候と環境
近年,人 間活動が活発になりその影響は,時 として自
然の浄化能力や緩和能力を越えるようになった.温室効
果ガスの増加による地球の温暖化や,フ ロンガスによる
オゾンホールの出現,硫 黄酸化物や窒素酸化物などの排
出による大気や降水の酸性化など,人類の将来にとって
深刻な問題が地球規模で顕在化してきた.最近の観測や
研究は,こ うした問題に対して,極域が極めて重要な役
割 を果たしていることを明らかにしている,気候の温暖
化は極域雪氷圏の縁で顕著になるし,オゾンホールは極
域成層圏の現象である,また,地球のクリーンルームと
いえる極地域は,地 球規模の汚染の監視の場所として重
要・あ・・ ●
したがって,極 域は.地球規模の気候や環境の変化に
敏感に反応する地域なので,氷床は雪が積 もる過程で,
さまざまな起源をもつ物質やガスを,時間とともに逐次
保存してい く.したがって,氷床ボーリングによるコア
サ ンプルは,現在から過去にいたる気候や環境を印 した
詳細な情報源で,氷 床コアの解析により.地球環境の変
動 を予測する上で重要な情報を得ることができる.
過去は将来の鍵である.
グリーンランドへ
1989年5月初旬,私 達はグリーンランドへ飛んだ.国
立極地研究所の渡辺興亜教授を研究代表者とするチーム
で,文 部省の国際学術研究 「北極圏における雪氷コアに
よる比較氷河観測」として氷床ボーリング調査をし,過
去数100年の気候 と環境の変化を調べるためである.極
地研究所からは私(コ アの化学的性質)と西尾文彦助教
授(コ アの電気伝導度)が,ま た北海道大学低温科学研
究所の成田英器講師(コ アの物理的性質)と大学院生の
亀田貴雄君(コ アの含有空気量,層 位解析),富山大学
理学部・庄子仁助教授(・アの力学的性質)京 都・学 ●
理学部地球物理学研究施設の神山孝吉助手(コ アの環境
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写真1
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グ リーンラン ド氷床.東 側 は氷床か らヌナ タクが
顔 を出 してい る.掘 削 は,ヌ ナ タクの ない氷床西
側で実 施 した.
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放射能,化 学的性質)の 他,ジ オシステムズ㈱の田中洋
一氏と地球工学研究所㈱の宮原盛軍民がオブザーバー
(ボー リング担当)と して参加 した.メ ンバーの多くは,
これまでに南極やヒマラヤなどでボーリングの経験があ
るとともに,コ アの研究で も優れた実績をあげており,
これまでにない強力なチームであった.
コペンハーゲンからは,定期便でグリーンランド西岸
のソンドレス トレムフィヨル ドに飛んだ.グ リーンラン
ド東岸は,氷 床か らヌナタクが顔を出す山と氷の世界
(写真1)で あるが,中 央部から西側は,一 面の大雪原
である.ソ ンドレス トレムフィヨルドは,フ ィヨルドの
奥に広がるU守谷にできた飛行場 とそれに付随する町で,
最低限の機能,施 設があるにすぎない.し かし,ここで
は食料品,石 油,材木,日 用消耗品などを手に入れるこ
とができるし,航空気象台で天気図なども見ることがで
きる.
● ソ ン ドレス トレ ム フ ィヨ ル ドか らは,ス キ ー を 装着 し
た ッイ ン オ ッ ター と呼 ば れ る双 発 機4往 復 で,総 計3.6
トンの 物 質 と と もに 標 高2,000mの調 査 地 点 に飛 ん だ.
ソ ン ド レ ス ト レ ム フ ィ ヨ ル ドか ら 東 へ200km,
66°51.9'N,46°15.9'Wの地 点 で あ る(図1).こ こ は,
図1グ リー ン ラ ン ド氷 床 に お け る ボ ー リ ン グ地 点.今 回
の調 査 地 点 は.　Japanの頭 文 字 をと りSite・Jと名 付
け た,標 高2000m.
見渡す限 りの大雪原で,あ とは何も見えない.典型的な
氷床内陸部の風景で,南 極でイヤというほど見なれた世
界である.しか し,季節のせいかとても暖かく感じられ
る.私 達は,こ の場所にJapanのJをとり,　Site・Jと名
付けた,
8人の人間が生活をし.氷のボーリングと得られたコ
アサンプルの解析を行 うには,結構大きな空間が必要で
ある,し かし,こうした施設のために下界から運びうる
材料は限られる.こ のため私達は,天然の材料である雪
を活用することを考えてきた.チェーンソーで雪をブロ
ック状に切 り出し,それを積み上げて壁を作った(写 真
2).こうして作った2つの半地下式の大きな"穴"に,
ビニールシー トをかぶせ,ボ ーリング場兼コア解析室と
した,ま た,も う一方にも,テ ントを張 り居住空間とし
た.
キャンプ地には,気象観測装置や,ソ ンドレス トレム
フィヨル ドとの定時交信のための通信アンテナ,ト イレ,
到着後物品デポ地などを設置 し,　Site・J到着後5日 目の
5月18日には,観測拠点 としての体裁が傭った.
氷床 コアボーリング
神山神主のもとでおごそかな雪鎮祭の後,5月19日に
掘削を開始 した.気 温一13℃,6m/秒の風が吹き続 く
中,ボ ーリング場は天井のシートがあお られバタバタす
るも快適で,掘 削は順調にスター トした(写 真3).初
日は,15.9m深まで掘り進んだ.ド リルは,全長2m,
外径13cmの大 きさである.ワ イヤーケーブルにより電
気が供給 され,モ ーターの駆動により,先端の四枚刃で
氷をリング状に削り,その内側の柱状の氷をコアとして
ドリル内に取 り込む方式である.南極観測のために10年
程前に開発され,今 では,ヒ マラヤ,チ ベット,南米パ
タゴニアなど地球上のさまざまな氷河で使用されるよう
になった.私 達の ドリルは,南極で使用 され4月 に日本
に戻ってきたものを,大至急オーバーホールし,グ リー
ンランドに運んできたものである.半年のうちに南極 と
北極の両極で使用されるという幸運な ドリルである.
ボーリングを開始 してまもない5月21日,コア解析室
の温度が0℃ 近 くまで上昇し,電気伝導度の測定や,コ
アの層構造の観察,薄 片作成などに支障が出はじめた.
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ドリルも暖 って水滴ができ,それが穴の底で再凍結する
ため動 きが悪 くなった.全ての作業にとって一10℃から
一15℃が適温である.昼の暖い時間を避けるため,生活
時間を3時 間ほど全体に遅らせ ることにしたが,陽 が高
くなるとともに,これでも間にあわず,何 回かの時間調
整をした結果,最 終的には朝食:18時,昼食:23時,夕
食:05時と昼夜が逆転 した生活パターンに落ち着いた.
しか し,これでも時々0℃近 くまで室温が上がったた
め,コ アの物理系グループの成田,庄 子両氏は,執念で
地下3mの 深さに奥行5m,巾1m,高 さ1.9mの実験
室を掘 り抜いた.こ こは,ブ リザー ドの時でも静寂な上,
何 より室温が一15--10℃に保たれ理想的な実験室とな
った.
ボー リングは,5月27日に100mを越え,と りあえず
第一の 目標に達した.100mまでのコアサ ンプルは,リ
クエス トが多かったのと,ド リルの調子が完壁でなかっ
たため,更 にもう一本,別 のドリルで掘 り直すこととし
た.
再スター トしたボーリングは,極 めて順調であった,
田中 ・宮原掘削チームは,さ まざまな トラブルを乗 り越
え,今 や完壁ともいえる域 に達 した.
雪氷コアの現場解析
掘削 したコアは,整 然と処理され,解析 された.ド リ
ルから出されたコアは,番 号 と深 さなどを付けたコア
カードとともに物理系の地下解析室に運ばれ,数日保存??、?
?
?
?
??
?
??
?
?
?
?
」
、
?
?
される.掘 り出したばか りのコアは,100mを越すと氷
の内部の気泡圧(10気圧以上)の ため非常にもろく,数
日放置して応力を緩和 してから処理するのがよい.この
あと,コ アは,亀田君により層構造の記載がされ切断個
所が印され,そ の指示にもとついて庄子氏によりバン ド
ソーでサンプルが切 り出された,薄 い板状のサンプルは,
成田氏に送られ,接 写撮影が行われ,そ のあと西尾氏が
固体電気伝導度(写 真4)を 測定 した.一方,庄 子氏か
らは化学分析用に約10cm間隔に切断されたサ ンプルが
箱に詰められて,ボ ーリング場の一角の化学系分析コー
ナーに届けられた,ク ール宅急便である.
ここでは,人 為的汚染 を避けるため,ク リーンウェア
を着用し,ポ リグローブをはめた上で作業をした.氷 の
表面をきれいな水で洗浄 しテフロンビーカーに入れたあ
と,電子レンジで表面をごくわずか融か し,その水でゆ
すぐということを2度繰返 し,表面の汚れを完全に除去
・・か・・融か・た 電子 レンジ・,氷・融解作業・非 ●
常に威力を発揮 した.融 かしたサンプルは,化 学主成分,
固体微粒子濃度,酸 素同位体組成やバクテリア,ト リチ
ウム,有機物などの分析用にそれぞれ指定のサ ンプルビ
ンにつめた.こ うした一連のコア解析は,こ れまでにな
くシステマチックに行われ,一 日に10mほどのペースで
順調に進んだが,ま だまだ家内工業の域を脱 しておらず,
産業革命が必要であることを痛感した.
コアに見られる火山活動と大気汚染
コア固体電気伝導度は,夏 にピークとなる季節変化ら
しきものを示していた,ま た,夏 を示すと思われる透明
氷層の間隔などからおよその年間の堆積量が30cmと推
図2205m深 氷床 コァによ る過去600年の酸 性度の変化.
麟 館 盟 酸性化の傾向と・主な火山活動醐
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定され,こ の値を用いて庄子氏が深さと年代の経験式に
より,今回導入したハイテク製品であるラップ トップ型
のパソコンで,氷 の年代を計算 した.
これから,どの深さ付近でどの火山のシグナルが現れ
るかが予測された.87m付近に1783年のラキ(ア イスラ
ンド)が現われるとか,102m付近には1730～36年のラ
ンザローテ(カナリア諸島)が現れるとの予測が,まあ
よく当たった.し かし,融解サンプルのpHや 電気伝導
度では顕著に現れない場合もあ り,氷の年代の決定は,
各種同位体の測定結果なども合わせ,今 後総合的に検討
される.氷 の酸性度(pH)の測定は,非 常に興味ある
結果を示 した(図2).所 々に.火 山性 と思われる強い
酸性度のピークが現れているが,全 体的としては,深 さ
80m,推定年代で西暦1800年頃から酸性度が増加してい
る傾向が認められる.時代的には,ヨ ーロッパにおける
産業革命以降の時期に相当し,それ以降の大気と降水の
酸性化が進行してることを示唆 している.
酸性化の傾向は,19世紀の末から今世紀はじめの頃に
鈍化するが,以 降急速に進行する.図 はpHで示 してあ
るが,　pHは水素イオン濃度の逆数の対数で定義される
ため,今 世紀に入ってpHが5.35から5.15に減少 したと
いうことは,大気の酸性度が2倍 ほどひどくなったこと
を意味する.6月17日,205.15m深に達 し,終了した.
メカニカルドリルでは,26次隊による南極前進キャンプ
での204mというのが日本の記録なので,若 干これを更
新したことになる.第500回目というキリのよい掘削回
数で達 した深 さで,掘 削開始後丁度一.'ヶ月日という日で
もあった.
得られたコアは,過 去600年間,す なわち西暦1400年
頃からの地球環境を記録 した貴重なものである.現 在,
現地調査に参加 した研究者を中心に同位体,化 学成分
(無機,有 機),CO2ガス,固体微粒子などの解析が進め
られ小氷期(16～19世紀)を 含む過去600年の興味ある
結果が得られつつある.
(筆者:国 立極地研究所雪氷学研究部門助教授)
国際学術研究 「北極海海氷域における基礎生
産とエネルギー移動の時系列的変動の研究」
福 地 光 男
日本南極地域観測隊では,第23次隊から第25次隊にか
けて,国際バイオマス研究計画の一環として,昭和基地
周辺の定着氷域において越冬観測を実施した.そ の結果,
これまでほとんど知 られていなかった定着氷下の海洋構
造,動 植物プランクトン,各種海洋生物について季節変
動の情報を得ることができた.そ の後,夏 期観測として
定着氷の北側の海域についての調査を実施 した.
極地研究所 ・生物研究グループでは,こ れらの研究成
果を踏まえ,次の研究対象域 として,季節的に大きく変
動する海氷域を計画 している.一方,も う一つの極海で
ある北極域での比較研究は,アラスカ大学 ・海洋研究所
との間で,小規模ながら実施されてきた(極地研ニュー
ス38,40号参照〉.
このような状況において,極地研究所長星合孝男教授
を研究代表者とする標記の国際学術研究(文 部省科学研
究費)が 昭和63年度より3か年計画でスター トした.本
研究は,季節的な海氷に覆われる海域における海洋基礎
生産の時系列的変動 を明らかにし,基礎生産された物質
とエネルギーが どのように高次栄養階層へ移動するかを
明らかにしようとするものである.北極海域でのプロセ
スを明らかにす ると同時に,今 後の南極での研究計画の
パイロットスタディー的な目的もある,ア ラスカ大学海
洋研究所との共同観測である.
全地球上で,季 節的に海氷に覆われる海面は,北極 と
南極 を合わせると約3.500万km2となり,全海洋面積の
約10%をも占める拡が りである,春先に海氷が融解する
際,植 物プランクトンが爆発的に大増殖し,この増殖が
年間の海洋生産力を規定すると言われているが,こ れま
で断片的な調査が行なわれたに過ぎない.そ の理由の第
1は,海氷が融解,凍 結をくり返す現場において,安全
かつ確実に観測できるプラットホームの確保が困難であ
るためである.
本研究では,この困難さを克服する1つ の方法として.
係留ブイシステムによる自動観測法をとり入れた.こ の
方法は,すでに国内外で主に海洋物理学の分野で広 く用
いられているが,海 洋生物の分野ではまだ緒についた段
階である.極地研 ・生物グループでこれまで基礎生産の
担い手である植物プランクトンの量を水中蛍光光度計を
用いて測定する係留ブイシステムを開発し,南極及び冬
期北海道ですでに観測に成功している.
本研究計画の概要を図表に示した.海 表面が結氷する
前に,観 測現場海中に係留ブイ観測システムを設置し,
融氷期の植物プランクトンのグルーミング時期 をカバー
した連続観測を行う.また,こ の期間を通して海表層か
ら海底へ沈降する粒状物を時間分画式セデイメントトラ
ップで連続的に採集する.係留システムの設置及び回収
時には,海洋諸要素の観測,動 物プランクトン ・マイク
ロネク トンの採集及び海底堆積物の採集を行い,係 留期
間前後の現場データを得る,ま た,海鳥 ・海獣類の大型
動物については,や はり極地研で開発 した行動記録計を
用いて,捕 食動態を知ることにより,物質とエネルギー
の流れを明 らかにする.
昭和63年度は,北緯62年度から同69度の範囲内の北部
ベーリング海及びチャクチ海にて,上記の諸観測を実施
した.6月 にはワシントン大学海洋学部所属研究船 トン
プソン号に乗船 し,また10月にはカリフォルニア大学サ
ンディエゴ校スクリプス海洋研究所所属研究船ワシント
ン号に乗船し,ア ラスカ大学海洋研究所が中心 となり実
施中の 「大陸棚内部域の物質 ・エネルギーの移流 と環境
研究計画」との共同観測を行った.ま た,7～8月 には
アラスカ州ノーム近くのウミガラスとミッユ ビカモメの
集団営巣地にて摂餌行動等の観測を行った.
平成元年度は,7月 と9月にアラスカ大学海洋研究所
所属研究船アルファ・ヒリックス号に乗船 し,前年10月
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に設置した係留観測ブイシステムを回収 した他,前年と
同様の諸観測 を実施 した.係留ブイは冬期結氷期間をカ
バーし,合計約10ヶ月に及び長期係留に成功し,貴重な
データと標本 を得ることができた,
これらの航海によって得られたデータ類は現在解析中
であるが,す でに極地研主催の極域生物シンポジウム等
を通 してその成果が公表されつつある.
(筆者:国 立極地研究所生理生態学研究部門助教授)
アザラシ顕の捕食
ブイシステムの役人殴匿 動態の研究'
海洋昌6要素の胆酎
冬謳 乖
「北 極海 海氷域 における基礎生産 とエネルギー移 動の 時系列的変動の研究」の概要
EXOS-D　(あけぼの)衛 星観 測
藤 井 良 一
1989年2月22日に鹿児島の内の浦から打ち上げられた
宇宙科学研究所のEXOS・D　(その後`あけぼの'と命名さ
れた〉はオーロラ粒子の加速のメカニズム,オ ーロラに
関連する現象,及 び磁気圏電離圏の結合を調べるための
科学衛星である.そ の為 オーロラTV画 像,広 帯域に
わたるプラズマ波動,オ ーロラ粒子,電場,磁 場等,8
種類のオーロラ観測機器を搭載 している,これらの観測
は現在観測 しうるほとんどすべての観1則を網羅している.
一つの搭載計器のCO・1の一人としてその概略を述べる.
EXOS・Dは1年を経過 した現在 も故障無 く順調に観
測を続けてお り,貴重なデータを送り続けている.この
衛星の特徴の一つは,オーロラ粒子が直接加速される極
域上空数千kmの 領域内で様々な物理量を長時間に亘っ
て観測できる点にある.そ の為に衛星の軌道として,遠
地点約1万kmが 選ばれた.も う一つの特徴は南北西半
球に複数のデータ受信基地が用意されていることである.
内の浦以外に南半球の昭和基地,北 半球ではスウェーデ
ンのエスリンジ及びカナダのプリンスアルバートで受信
を行 っ て お り,　65Kbpsとい う高 速 の デ ー タ取得 率 に も
拘 わ らず デ ー タの 時 間 カバ レ ッジ は極 め て 高 い.
昭 和 基 地 の 多 目的 ア ンテ ナ並 び にEXOS・Dデ ー タ 受
億篇;票゜灘 髭轍 騙;㌶㌶ 君●
量が他の受信基地に比べ圧倒的に多いということ,日夜
にわたる一年間連続の受信オペレーションを数人の隊員
がやり遂げたことは賞賛に値する.この受信観測は現在
31次隊により引き続 き行われてお り,32次隊でも通年観
測が行われる予定である.
EXOS-Dが貴重なデータを送 り続けたこの一年間は,
太陽活動が極めて高 く,今世紀最大級といわれる昨年3
月の大磁気嵐をはじめ多くの磁気嵐,オ ーロラ現象が発
生 した.現在宇宙科学研究所を中心に全国の共同研究者
が精力的に解析を進めており,磁気圏赤道面でのプラズ
マ波動の振る舞い,磁気嵐等の活動度の高い状態下での
オーロラの時間空間発展,オ ーロラ粒子 と電場 ・磁場 と
の関連等様々な発見 ・新たな知見が得られつつある.昭
和基地から持ち帰られるデータや今後の太陽活動極大期
をカバーするデータ及び,極域の地上多点観測データを
加えて研究することにより,太陽一磁気圏一電離圏に関
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するより深い理解が得られると期待される.
(筆者:国 立極地研究所超高層物理学
第一研究部門跡手)
第13回極域における電離圏磁気圏
総合観測シンポジウム
観測隊便 り
〈昭和基地〉
あすか観測拠点への輸送を終えた 「しらせ」は昭和基
地の真北80kmまで迫ったものの,厚 いハンモ ックアイ
ス帯に入 り,難航を強いられた.ま た,そ れに加え悪天
が続いたこともあって,待望の第一便が飛来 したのは1
月7日 であった.「しらせ」はその後 もチャージングを
くり返 しながら14日,見晴らし沖に接岸 した.直 ちに氷
上輸送が開始されるとともに,空 輸も順調に行われ16日
には全ての物資が基地へ搬入された.翌17日には持ち帰
り物品の輸送が始まり,23日にはほぼ終了することがで
きた,
「しらせ」の到着とともに新 ・旧の隊による慌 しい夏
期オベーレーションが展開される中,残 された観測計画
も,1月5日 に極域周回気球(ポ ーラーパ トロールバ
ルーン)の飛揚,20・26日には電波星観測実験が行われ
るなど,大 がかりな観測にもかかわらず,全 員の協力を
得て無事成功させることができた.
目の回るような忙 しさの合間を縫って,各観測 ・設営
部門の引き継 ぎも行われ,1月31日全ての越冬業務を引
き継いだ第30次越冬隊は翌2月1日 午前の越冬交代式で
第31次越冬隊に基地 を明け渡 し,約1年 ぶ りに 「しら
せ」に戻った.
〈あすか観測拠点〉
昨年12月下旬から1月初旬にかけてのブリザー ドのた
めに,基地周辺は30-・40crnの積雪があ り,それまで一
部が雪面上に出ていた主屋棟と観測棟が完全に雪面下に
没 した.発電棟は懸命の除雪作業により現状のままで保
たれているが,造 水槽は2mの 雪の下になってしまった.
これからの越冬生活が雪との闘いであることを実感 させ
られたが,一 方で積雪を利用する計画も生まれた.
1月5日 から本格的に開始されたヘリコプ ターオペ
レーションもほぼ順調に進み,下旬からの悪天のため一
時待機状態を余儀なくされたものの,主 目的の山地南部
での調査をはじめ,当 初計画以上の成果を収めることが
できた.ヘ リコプターオペレーションが頻繁に行われた
こともあって基地では常に12～23人の隊員が出入 りし,
騒然とした雰囲気に包まれたが,全 員の協調と努力によ
り何の トラブルもなく夏期オペレーションを進めること
ができた.間近に迫った8人だけの越冬生活に向けて準
備作業に追われる毎 日である.
上記 シンポジウムが1月23日およ24日の2日 間,当研
究所6階講堂において開催された.55件の講演発表があ
り.約90名の参加者を数えた.今 回は,本 シンポジウム
の 「常連」である東大理学部や,名 大空電研などのグ
ループが海外観測に出かけている時期と重なったため発
表件数の減少 を心配 したが.実 際には昨年と同数の申込
みがあり活発な質疑応答が随所で行われた.
今回のシンポジウムの トピックスとしては,昨 年10月
21日に約30年ぶりに国内で観測された低緯度オーロラ現
象の観測報告があげられる.これに関しては,通総研グ
ループから赤色オーロラ中にはっきりとすじ構造が写っ
た貴重な低緯度オーロラの写真の紹介があった他,オ ー
ロラ分光観測に成功 した極地研 ・名大空電研 グループお
よび新潟大グループの観測結果がそれぞれ報告された.
さらに地磁気観測所および通総研グループよりオーロラ
出現前後の特異な地磁気データおよび電離層データに関
して報告があった.さ らにもう1つの トピックスとして
昨年2月 に発射され現在も南極上空をはじめとして順調
にオーロラ観測を行なっているEXOS・D　(あけぼの)
衛星による観測結果について,そ れぞれの搭載観測器グ
ループから最新の成果報告がなされた,な かでも10月21
日の低緯度オーロラがEXOS・D搭載のオーロラ撮像装
置ATVに よって見事に捉えられていたのは非常に印象
的であった.ま たEXOS・D衛星で格段に性能アップし
た粒子観測データを中心 とした波動粒子相互作用や沿磁
力線電流に関する定量的な研究が今後急速に進展する可
能性が強く感じられた.
この他,極 地研超高層研究グループのメインプロジェ
クトであるアイスランド共役点観測データやグリーンラ
ンド極冠域におけるオーロラダイナミックスなどに関し
ても興味深い解析結果が報告 された.さ らに将来計画に
関するセッションでは,い ずれも極めて近い将来の具体
的計画として,昭和基地大型短波レーダやアイスランド
におけるイメージングリオメータ計画などがそれぞれの
担当者から紹介され,議 論が行われた,本 シンポジウム
の特徴の1つ として例年,大 学院学生など若い研究者の
積極的参加を得てきているが,本年 も計14件の講演が大
学院および学部学生の参加者から発表された.各 大学や
研究機関において研究の実質的中核 となっているこうし
た若い世代の重要な研究成果発表の場として本シンポジ
ウムが今後とも活用されるよう望みたい.
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南 極 月 別 気 象 資 料(Month[y　Climatic　Datu　for　Japanese　Alltarctic　Stations)
平 均 気 温CMean　 temp.)　(℃)
最 高 気 温(Max.　ternp.)　(℃)
最 低 気 温CMin.　temp.)　(℃)
平 均 気 圧 ・海 面(Mean　 pressure,　sea　level)　(mb)
平 均 蒸 気 圧(Mean　 vapour　pressure)　〔mb)
平 均 相 対 湿 度(Meanrelativehumidity}　〔%)
平 均 風 速(Meanwlnd　 speed)　(m/s)
最 大 風 速 ・10分 間 平 均(Max.　wind　speed,
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 10.min.　mean)　〔m/s)
瞬 間 最 大 風 速 　〔Gust)　〔m/s)
平 均 雲 量(Meancloud　cover)　〔レ10)
快 晴 日 数 　(Number　of　clear　days)
昭和 基 地
C.Syowal89532)
11月(Nov.)
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